
越前町立糸生小学校 

令和 5 年度 全国学力・学習状況調査 
結果と今後の取組について 

 
 全国学力・学習状況調査は、文部科学省が小学６年生を対象に、毎年４月に実施している調査で、 
糸生小６年生の平均正答率は、国語、算数ともに全国平均、県平均を上回る結果が出ました。 
 
今年度の教科の調査結果 平均正答率との比較 

   国語 算数 
全国との比較 ◎ ◎ 
福井県との比較 ◎ ○ 

＜表の見方＞◎…３.１％以上上回る  ○…±３％以内  △…３.１％以上下回る 
 
※良好な点、課題のある点 → 分析と今後の対策 

 国語  

良好な点 
・基本的な文章の読み取りや、話すこと・聞くことに関する読み取り 
→落ち着いた学習環境の中、１５分間の朝読書に取り組むことで、じっくり文章を読む習慣が培われた 
 と考えられる。 
 
 
課題のある点 
・資料を読み、分かったことをもとに、自分のできそうなことを提示された条件を満たしてまとめて 
 書くこと 
→提示された複数の条件全てを満たした文章を書くことに課題があった。 

条件に合った文章を書くことに慣れていないためと思われる。今後は、授業の振り返りや日記等を書
く際にキーワードなどの条件を出してまとめる機会をつくっていきたい。 

 
・情報を整理した文章の読み取り 
→資料を読み、情報を整理した文章を読み取ることに課題があった。 

文章で書かれていることを単語に置き換えた際、どの単語がどの文章を意味しているのか判断する
ことが難しかったものと思われる。また、提示されていた複数の資料のどの部分を見るとよいのか判
断することも難しかったようだ。今後は、国語の時間だけでなく、社会や理科などでも複数の資料を
見て考えたり、まとめたりする機会をつくっていきたい。 

 
 
 



算数 

良好な点 
・基本的な計算問題や基礎知識 
→落ち着いた学習環境と、家庭学習の習慣が定着している成果と考えられる。 
 
 
課題のある点 
・読解力が必要な問題 
（単純な計算問題や知識を問う問題ではなく、問題を正しく読み取り、思考力を要する問題） 
→本校の正答率は全国正答率より８～１２％低かった。問題に対して、直感的に答えるのではなく、文 
 章を正しく読み取る力を育成していきたい。 
 
・単純な計算問題の本質が理解できているかを問う問題（わり算の筆算の仕方を、図を元に説明してい 
 る文章に答える問題） 
→真面目な児童が多く、ほとんどの児童が計算の仕方を分かっている。しかし、どうしてそのような計 
 算方法になるかの本質的な理解ができていないと思われる。機械的な計算の技能だけでなく、算数的 
 概念を身につけられるよう、数学的活動を充実させ、思考力・判断力・表現力の強化に力を入れてい 
 きたい。 
 
・割合が３０％になるものを選ぶ問題 
→割合の問題だと思うだけで苦手意識をもつ児童が多いようである。割る数、割られる数、割合を正し 
 く理解する必要がある。与えられた問題文を「○○の□倍（％）は△△」と読み替えたり、簡単な数 
 （整数）に置き換えたりすることに慣れさせ、自信をもって解こうとする力を育てる。 

 
 
 

学習や生活 

良好な点 
・「早寝早起き朝ごはん」の習慣がついている。 
・学習に対する意識が高い。 
・全員が「人が困っていたら助けている」、「人の役に立つ人間になりたい」と考えている。 
・新聞を読んでいる児童が、県や全国の数値と比べるととても多い。 
・地域の行事に参加している児童が多い。 
→家庭環境が安定していることが、いくつもの項目にいい影響を及ぼしていると思われる。 
→学校行事や長期休業に合わせて「健康カレンダー」に取り組み、起床・就寝時刻の意識づけや朝ごは 
 んの大切さなどを意識させ、保護者にも目を通してもらっていることも一因と考えられる。 



課題のある点 
・自分のよいところについて、自己肯定感が低い児童がいる。しかし、先生には認めてもらえていると 
 感じているようである。 
→今後も良いところを伝え、自己肯定感を高め、自分の良さを自覚できる活動を増やす。 
→キャリア教育や学校行事を通して、様々な人の生き方や考え方にふれることで、多様な考えをもつこ 
 との良さに気づかせる。 
 
・いじめはいけないことだとわかってはいるが、「絶対ダメ」という強い意志が低い。 
→学級活動や授業等の教育活動を通して、また学校全体でいじめ予防プログラムに取り組み、どんな理 
 由があっても「いじめは絶対ダメ」だということを指導していく。 
 
・先生に相談できる環境や相談しようという意識があまりない。 
→相談をしたいができないというのではなく、必要を感じていない様子。本当に困ったときは相談でき 
 る環境を整えていく。2 学期からは、お悩み相談ボックス（あのね郵便）を学校に設置した。 
 
・英語の授業が好きではない児童が多く、県や全国と比べると、大切だと感じていない児童も多い。ま 
 た、外国への興味や外国の人と交流したいという思いもあまりない。 
→1 年生から英語活動に取り組んでいるので、英語が今以上に好きになるよう授業を工夫する。英語が 
 好きでない理由を把握し、対応していく。また、英語力は外国との交流だけでなく、今後ますます普 
 及するであろう ICT にも必要になることなども伝えていく。 


